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G.B.ShawのSaint JoanとT.S.EliotのMurder
in the Cathedralについての一考察
中 田 佳 昭
〔Ⅰ〕
G.B.Shaw(1856-1950)が,ジャンヌ･ダルクを題材として,SaintJoan (『聖女ジ
ャンヌ』)を書いたのは1923年のことであった｡第一次世界大戦終了時頃までには, 自らの
傑作の大半を書き終え,すでにその劇作家としての絶頂期を過ぎていたといっていい Shaw
をして,『聖女ジャンヌ』を書くに至らしめた直接の動機は,1920年, 死後約5世紀を-て
ようやく実現したジャンヌの聖列への加入であった｡丹念な資料の蒐集 ･調査に基づいて3
年後,Shaw は,Voltaire,Shiler,MarkTwain,AnatoleFrance等々のジャンヌとは
異った作品を完成する｡そしてこの劇は,1923年12月 NewYorkの TheGarrikTheater
で初演,翌1924年3月には Londonの TheNewTheatreで上演されて大好評を博 し,
Shaw の代表作のひとつとしての市民権を獲得するに至っている｡
一方,T.S.Eliot(1888-1965)の MurderintheCathedral(『寺院の殺人』) が,
詩人の最初の完全なる詩劇として発行されたのは1935年｡同年6月に開催される予定であっ
た TheCanterburyFestivalのために作品を委嘱され た Eliotは,1170年12月29日,同
寺院で起った トー マス ･ベケットの殉教をテーマにして『寺院の殺人』を書上げる｡この詩と
殉教のテーマとを結合した実験的殉教詩劇の上演は,称讃と批判とを含めて Eliotの予期
した以上の反響を引き起し,1935-1940年代の演劇史上の事件となった｡上演にさいしてベ
ケットを演じた R.Speaightの "WithBechetinMurderintheCathedral"は,この
間の事情を説明して詳しいが,彼によればこの劇は1945年項までには国際的名声を博し,宗
(1)
教的サークルを超えてプロの劇団,大学,一般市民の間にまで広がっていったのである｡
『聖女ジャンヌ』と『寺院の殺人』の成立とその上演に至る過程の概略はおよそ以上の如きも
のであるが,この二作品が,いわゆる同じ姐板の上で比較,検討されることはきわめて少な
い｡Shaw と Eliotを異った世代に属する作家として考えるのは,文学史上の常識であり,
事実この二作品間にあっても,聖者劇という共通点にもかかわらず,目立つのはその異質性
と言っていい｡散文劇と詩劇,劇場のために書かれた商業演劇と教会のために書かれた宗教
劇,プロテスタンティズムとカトリシズム--｡だがこの二作品を隔てる距離は,たかだか
10年余にすぎない｡二作品の間には,聖者劇以外の共通点はないのだろうか｡Shaw,Eliot
をして聖者劇を書くに至らしめたのは,はたして既述の外的要因のみなのか｡そもそも現代
における聖者劇とは何なのか｡本稿の目的は,以上の問を核にして第一に,現代における聖
者劇としての 『聖女ジャンヌ』と 『寺院の殺人』を成立させている状況を外枠から検討する
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こと,第二に,その検討結果を踏まえた上で二作品を比較 ･分析することである｡
〔Ⅱ〕
二つのものを比較する場合,ひとつの共通の物差しが必要である｡そのため多少の迂回を
しなければならない.G.Steinerは,その代表的著作 TheDeathofTragedyの中で次
のように述べている｡
Tragedyisthatform ofartwhichrequirestheintorelaもleburdenofGod's
presence.Itisnow deadbecauseHisshadow nolongerfallsuponusasit
(2)
fellonAgamemnonorMacbethorAthalie.
Steinerの論旨は,芸術作品としての悲劇には神の存在が必須の条件なのだが,世俗化し,
散文化した現代にあって,それは成立困難だと言うのである｡悲劇がその成立のために神を
必要とするか否かほ議論の別れるところであるが,Steinerの考えている,アリストテレス
が『詩学』において意図したギリシャ以来の壮大な悲劇が衰弱の途上にある事実については,
異論の余地なしとしなければならない｡今日,何人も運命とその背後にいる神の影が色濃く
支配,揺曳するアガメノン,マクベス,アタリー のような悲劇を期待することは困難 であ
る｡事実,この神と運命をともにした く悲劇の死〉という捉え方は Steinerの独断に よる
ものではない｡∫.Krutchは"TheTragicFallacy"という論文の中で次のように述べてい
る｡｢もはや今日,劇あるいは他のいかなる文学形式をもってしても,悲劇を書くのは不可
(3)
能である｡そしてこの事実は,単に文学的用語のみによって説明できる ものではない｡｣
Krutchの論文は,『聖女ジャンヌ』と『寺院の殺人』からほぼ等しい距離をおいて1929年に書
かれたものであるが,その論旨も大筋では Steinerの考えに一致するo
Butatragedy,Divineorotherwise,must....haveahero,and from the
universeasweseeitboththeGloryofGodandtheGlory ofManhave
departed.Ourcosmosmaybefarcicaloritmaybepatheticbutithasnot
(4)
thedignityoftragedyandwecannotacceptitassuch.
Krutchは,｢文学的用語だけでは説明不可能な｣く悲劇の死)に,一種社会学的アプローチ
を適用し,それがまず第-に,現代文明の発達に伴う神の栄光の衰退に起因すると分析して
いる｡近代合理主義文明は,人間に多くの恩恵をもたらしたが,それは又一方で社会の世俗
化を招来し,宇宙の造物主としての神の影を奮い去った｡そして Krutchによれ ば,造物
主の支配しない宇宙は,悲劇の成立に必須の条件である くhero〉の最も生息困難な風土とな
る｡なぜならば,ある人物が悲劇の くhero)たるためには,まずもってアリストテレスの言
ラ(nobleness)が,Krutchの言葉に換言すれば,｢人間の偉大さに対する自信｣,｢人間の
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存在が価値あるものであるという信仰｣が必要なのだが,それは自分が ｢宇宙の壮大な仕組
の一部であり｣,｢その中で自分に求められる役割 を演 じてい る｣と感ず る ｢強 い精神
くmightymind)｣によって保障されるものだからである｡
TheTragicFallacydependsultimatelyupontheassumptionwhichmanso
readilymakesthatsomething outsideofhisownbeing,some"spiritnot
himself"- beitGod,Nature,Otthatstillvaguerthing calledaMoral
Order- joinshim intheemphasiswhichheplacesuponthisorthatand
con丘rmshim inhisfeelingthathispassionsandhisoplnlOnSareimpor-
tant.Whenhisinstinctivefaithinthatcorrespondencebetweentheouter
andtheinnerworldfades,hisgraspuponthefaiththatsustainedhimalso
fades,andLoveorTragedyorwhatnotceasestobetherealitywhichit
wasbecauseheisneverstrong enough in hisown insigni丘Cantselfto
(5)
Standaloneinauniversewhichsnubshim with itsindiference.
少し長い引用になったが,かくして人 が々自分達の外なる力としての く神)なり, (運命〉
なりを信じながら,｢最も幸福に,最も生き生きと自信にあふれて｣生活していた,ペリクレ
ス時代,エリザベス朝時代が,｢最も壮大な悲劇｣を生み,数々の (hero)を誕生 させ た と
いう逆説が成立する｡しかるに,外なる枠組みとしての く神〉なり, く運命〉なりの概念を
棄却し,人間を独立させ,はなはだしくは くhubris〉へと誘 った近代精神が,一片の壮大な
悲劇をも,一人の-ムレットをも生むことが出来ないというのは驚くべきことと言わなけれ
ばならない｡神の栄光のもとにのみ可能であった,人間の栄光と悲惨の壮大なドラマは現代
社会では成立しにくい｡Krutchはシェイクスピアの『ノ､ムレット』とイプセンの『幽霊』とを
比較しながら,｢EIsinoreから Skienへの道は,まさしく人間精神のたどった道であ り,
その間に病人が王子に,病気が神にとって代った｣と述べているが,彼 の言葉 は く悲劇の
死)に至る道を象徴的に言い表わしている｡現代人は信仰に代えて不安を,物質的豊かさに
代えて ｢人間精神の衰弱｣を獲得したのであり,こうした状況のもとに書かれた文学は,そ
れが小説であれ,戯曲であれ,衰弱した人間を扱った短小なものとならざるを得ない｡以上
の考察から,聖者を くhero〉とした『聖女ジャンヌ』と『寺院の殺人』とが悲劇として極めて特
殊な位置に置かれていることが明らかになる｡
〔Ⅲ〕
Steiner,KrutcIlの著作を手がかりとした前章の考察から,我 は々『聖女ジャンヌ』と『寺
院の殺人』を比較検討するのに有効と思われるひとつのパターンを引き出すことができる.
それは く大義の死)を三角形の頂点として,底辺の一方に く悲劇の死〉,他方に くheroの
死〉を置くという図式である｡三つの死が,文学上からも,社会学上からも不可分な関係に
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あるというのはすでにみたとおりであるが,この図式は二作品理解の上からさらに重要な示
唆を含んでいるように思われる｡
ひとつは くheroの死)に係わる問題である｡ひとつの死の後に,それを補填するものが現
われるというのは普遍的原理であるが,では一体 (heroの死)にとって代ったものは何か｡
ここから Nietzsche,Shaw の標傍した くSuperman(超人))という思想までの距離は近い｡
再び Krutchから引用すると,
Tragedyis,asAristotlesaid,animitationofnobleactions,andNietzsche,
forallhisenthusiasm fortheGreek tragicwriters,waspalsied by the
universally modern incapacity to conceiveman asnoble.Out of this
dilemma,outofhisneedto丘ndaherowhocouldgivetolifeashesaw
(7)
ittheonly possiblejusti丘cation,wasborntheideaoftheSuperman.
Shaw も又 Nietzscheの脳に巣くった く超人思想)の信奉者であった.ShawがManand
Supermanの序文において,シェイクスピアの heroを否定しながら, (life-force)に意
志と知恵とを備えた く超人〉について語っているのほ,単なる偶然ではない｡Shaw は後に
1933年,｢自分は,BacktoMethuselahの序文の中で,この (超人思想) と進化論を合せ
て発展させているが,それは近い将来宗教に代わるはずのものである｣とまで断 言 してい
る.これには確かにShaw一流の壮言の匂いがする.だがいづれにせよ,この (超人思想)
が,もはや神の影のもとに heroを成立させ得ぬ程に衰弱した近代文明を土壌として腫胎し
たものと考えて差し支えないであろう｡表面上のオプティミズムにもかかわらず,Shaw は
｢人生は一種,惨めな混沌｣であり,｢現代文明は座礁した船｣であるとして,繰 り返し時代
への不安を述べている｡そしてこうした状況の中で ｢今日,コーカサスの西において,敢え
(8)
て,真にヒロイックな劇を書く程の神経を持ち合せている作家 はいない｣としなが らも
Shaw がその試みを放榔したわけではないoShaw はくheroism)の死した土壌 に, (超人
思想)の名のもとに,もう一度その苗を植えようとしたのであり,『聖女ジャンヌ』は,その
うちの一本と言うことが出来るであろう｡
ここで付け加えておかなければならないのは,こうした 〈heroism)-の回帰,復権とい
った試みが,一人 Shaw の専売特許ではなく,ひとつの時代の潮流であったという事実 で
ある.R.Cohnは,CurrentsinContemporaryDramaの中で,｢今日, カトリック,
実存主義,マルクス主義,懐疑主義等の劇作家が,演劇における heroの果す役割に再び輿
(9)
味を示すようになって来た｣と指摘しながら次のように述べている｡
FrenchJoanofArc,havingattractedsuchmajorplaywrightsofthepast
asGermanSchillerandEnglishS血aw,inspired German Brechtto three
plays.EnglishSt.ThomasaBecketbecameoneofJean Anouilh'smost
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popularsubjects.… Ofdiferingquality,alltheseplaysreAectasearch
(10)
forthemeaningofheroism inthemodernworld.
上記の作品に,我々はその知名度からして,Joanの方 に Anouilh の TheLark を,
Becketの方に, Eliotの MurderintheCathedralを付け加えねばならないだろう.
一見単純に事実を述べているかに見える上記の引用には,我 を々前述の図式から明らかに
なるもうひとつの問題-,『寺院の殺人』が含む問題-と導く鍵が隠されている｡ く神 の栄
光〉 と不可分な関係にある, く悲劇) とその くhero)というパターンに従えば,大義なき
時代にあって,最も困難な立場に置かれるのは,悲劇の heroとしての聖者であるのは自明
の理である｡なぜなら,聖者とは神の最も近くに立ち,神の栄光のもとに最も明確にその存
在を保証されるものであって,神の栄光なきもとでの聖者とはそれ自体無意味な存在である
からに他ならない｡では一体なぜ ｢現代における heroismの意味を探るため｣に書かれ た
これらの劇が,現代において最も成立困難は悲劇形式とも思われる聖者劇という形をとちね
ばならなかったのか｡あるいは heroism の復権を託するのになぜ聖者を もってしなければ
ならなかったのか｡答えは問いの中に,悲劇の heroとしての聖者の存在を困難なものにし
ている原因そのもののうちに内在している｡つまり,聖者の存在が困難な立場にある時代,
C,Dawsonの言葉を借 りれば,｢完全に世俗化した時代｣だから,逆説的に最も聖 者 が求
められるということになる｡聖者こそがまず自分の存在をテコにして,下から逆に神を証明
する役割を果さなければならない.デンマークの哲学者 S.Kierkegarrdは,この問題を先
取 りするかの如くに,｢もしデンマークに真の宗教を求めるとすれば,殉教者が必要だ｣と言
っている｡Eliotの聖者はこの方向からやって来る｡
A Christianmartyrdom isneveranaccident,forSaintsarenotmadeby
accident.StilllessisaChristianmartyrdom theefectofaman'swillto
becomeaSaint,asamanbywillingand contrivingmaybecomearuler
ofmen.A martyrdom isalwaysthedesignofGod,forHisloveofmen,
しlい
towarnthem andtoleadthem,to bringthem backtoHisways.
殉教者にとって,地に落ちた一粒の麦の死によって結ぶべき巣とは,大衆を忘れかけた神の
道に目覚めさせ,それによって彼等を神の恩寵-と導くことである｡『寺院の殺人』に流れ込
衣,明確な形をとった Eliotの殉教のテーマは以後に続く四つの戯曲の中に,徐々に深 く
姿を隠しながらも,否足しがたい重要性を持って流れ続けてゆく｡Eliotは又折にふれ,請
のうちにも聖者へ強い関心を示している｡Eliotは,すぐれて現代的役割を聖者に賦与し,
Shaw が (超人)のうちに求めた近代を超克する道を,聖者のうちに模索していたと言うこ
とができるであろう｡
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〔Ⅳ〕
さて,次にいよいよ 『聖女ジャンヌ』と 『寺院の殺人』の比較 ･検討に移らなければなら
ない｡
二作品を読んで,まず目につくのは,『聖女ジャンヌ』の Epilogueと,『寺院の殺人』の
Interludeである｡劇のまとまりという観点から見れば,両方とも半ば不自然な形で,各 々
の作品の末尾に付加,又は,中間に挿入されているというのが一般的印象であろう.では一
体なぜ,劇の統一性を危うくしてまで Shaw と Eliotが,Epilogueと Interludeに拘泥
する必要があったのか｡あるいは劇全体に対して,EpilogueとInterludeの持つ意味は何
なのか｡この間は我 を々次のような仮説-と導くoEpilogueとInterludeは,単に付属物
として各々の作品に付加,挿入されたものではなく,逆に劇 が Epilogueと Interludeの
意味を敷術するために書かれたとも言いうるのではないか｡あるいは少 くとも,Epilogue
と Interludeは劇を解釈する上で極めて有効な手がかりを提供しているのではないか｡こ
の仮説に従えば,Epilogueと Interludeの持つ意味は大変重要なものとなるD
Shaw は,予測される批判に弁明する形で,例によって長い Prefaceの中 で次のように
言っている｡
Astotheepilogue,Icouldhardlybeexpectedtostultifymyselfbyimplying
thatJoan'Shistoryintheworldendedunhappilywithherexcution,instead
ofbeginningthere.Itwasnecessarybyhookorcrooktoshewthecanonized
Joanaswellastheincineratedone;.‥ SoIam afraidtheepiloguemust
(12)
stand.
｢残念ながら,Epilogueを削除するわけにはゆかない｣とした Shaw は Prefaceの意 図
を ｢ジャンヌを聖者として示す｣ためのものであったとしているO｢多少,Shaw の Saint
Joanに影響されるところがあったかも知れない｣と Eliot自身が述べている 『寺 院 の殺
人』における Interludeの意図は,Interludeから引いた第三章の最後の引用の中に明 ら
かである｡なぜ Shaw とEliotは,劇中において聖者を措くだけでは事足 りず,Epilogue
と Interludeにおいて,わざわざ ｢ジャンヌを聖者として示す｣,あるいはことさらに,聖
者の殉教の意味を説明することを必要としたのか｡ここで問題は,他のいかなる文学形式よ
りも潰劇がその支配下に置かれている,いわば演劇の宿命といったものと深く係わっている
と思われる｡レーゼドラマのような例外は別にして,戯曲は舞台で上浜されるためのもので
あるから,上演された劇そのものが,その場で観客に強く働きかける力を持たなければ,そ
れは劇としての意味を持たない｡端的に言えば,観客が常に現在にいる以上,劇作家はたと
え歴史的事実を扱うにしても,普遍的真理をテーマにするにしても,現在と全く遮断した形
でそれを観客に提示できないということである｡Shaw とEliotが EpilogueとⅠnterlude
において意図したことは,いづれの作品もが過去の歴史に取材したものでありなが ら,聖
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着,あるいは聖者の殉教が,観客と無関係でないすくやれて現代的意味を持つことを提示する
ことであったと言える｡
以上のような観点から眺めれば,『聖女ジャンヌ』の Epilogueの最後のジャンヌの台詞
の含んでいる意味は極めて象徴的なものとなる｡
OGodthatmadestthisbeautifulearth,whenwillitbeready toreceive
(13)
Thysaints?How long,0Lord,how long?
興味深いのは,Shaw が ｢ジャンヌを聖者として示す｣というEpilogueの目的を, ｢いま
だジャンヌが世に受け入れられる土壌が整っていない｣という,いわば負の方法を用いて達
成しようとしていることである.これには,世俗化した物質文明の時代にあって,ス トレー
トに聖者を描き出すことに対する Shaw の不安が原因となっている｡Epilogueの終 り近
く,｢私が再びこの世に戻って来るとして,私を受け入れようとする者は誰もいないのか｣と
のジャンヌの問に対して Shaw は DeStogumberに次のように答えさせている｡
Oh,donotcomeback:youmustnotcomeback.Imustdieinpeace.Give
(14)
uspeaceinourtime.0Lord!
DeStogumberの答えは,又 Shaw が観客のうちに予見した声でもあった｡前に引用した
ジャンヌの最後の台詞には,この観客の代表する時代の声を計算に入れた上で,その中に聖
者を疑問形のまま投げ出すことにより,現代における聖者の意味を問おうとした Shaw一流
の作劇術上のタクティクスが象徴的にあらわれている｡
Shaw が観客のうちに予感した時代の声は,Eliotの うちにあっては確信にまで深められ
ている｡『寺院の殺人』の開始間もなく,Thomasのフランスよりの帰還におののくカ ソタ
ベリーの女達のコーラスをして Eliotは次のように歌わせている0
OThomas,return,Archbishop;return,returntoFrance.
Return.Quickly.Quietly.Leaveustoperish inquiet.
Wedonotwishanythingto happen.
Sevenyearswehavelivedquietly,
Succeededinavoidingnotice,
(15)
Livingandpartlyliving.
ここで我々は 〈世俗化した現代における聖者の逆説的立場)という言葉をもう一度思い出
してみる必要があるO逆説的立場の内包するところは,一方において (聖者の現代における
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困難さ)であり,他方において く聖者の現代における肯定的意義)であった｡以上の考察か
ら明らかなのは, (現代における聖者の逆説的立場)に対する Shaw と Eliotの共通の認
識が,程度の差こそあれ ｢聖女ジャンヌ｣と ｢寺院の殺人｣の二作品を貫いているというこ
とである｡
〔Ⅴ〕
当然のことだが,聖者の負の側面のみを強調した聖者劇とはそれ自体無意味である｡では
Shaw と Eliotは く現代における聖者の負の立場)を,どう処理し,どのようにして正 の
方向-と転換させようとしたのであろうか｡ここから我 は々,二作品におけ る,Shaw と
Eliotの dramaturgyの問題に入ることになる｡
L.L.Martzの TheSaintasTragicHeroは, 『聖女ジャンヌ』と『寺院の殺人』を
悲劇の系譜の中に位置づけようとする興味ある論考であるが,その中で,Martzは次 のよ
うに言っている｡
BothShow andEliotfeelthey cannotdepend upon theiraudienceto
accepttheirsaintlyheroesasdivinelyinspired.Thedramaturgyofboth
playsisbaseduponadeliberatemanipulationoftheelementsofreligious
(16)
skepticism oruncertaintyintheaudience.
Martzは,『聖女ジャンヌ』と『寺院の殺人』を,観客の宗教に対する懐疑主義を計算の上,
-且,大義を括弧に入れた (TheSecretCause)新しいタイプの悲劇だと規定している｡
Martzの慧眼は,ジャンヌやベケットの外的,内的葛藤が観客のうちに呼び起す憐偶 と恐
怖の効果が,観客を彼等とともに,聖者の意味とその向うにある隠れた神の大義の発見の方
向に導くことを目指した Shaw と Eliotの意図を指摘している｡確かに,ジャンヌもベケ
ットも劇の進行過程において,まず自らの苦闘のうちに自己の存在の意味と,神の真意とを
発見しなければならないのである｡二人の聖者は,一方で自らが観客にかわって代弁する人
間的苦悩の影を引きず りながら,他方,神の思召しに答えようとする苦闘の中に,自己を超
越しようと坤吟している｡そして,この苦悩と heroism のうちに現代における悲劇の復活
の可能性が示される｡観客は,この悲劇に参与することによって, く現代における聖者の意
義)についての,聖者がその為に命を捧げ,今や明らかとな った (隠れ た大義〉である
(神)についての再認識-と導びかれるのである｡
以上,長々と述べてきた二つの劇を成立させている同質性にたって考える時,はじめて,
二作品の異質性もはっきりと見えてくる｡
『聖女ジャンヌ』の場合,劇を動かしているのほ明らかにジャンヌの聞くくvoice〉である｡
Shaw は,この (voice)の真偽をめぐって,それが神からのものであると主張するジ ャン
ヌと,単なる幻聴にすぎないとする周囲の登場人物との対立に,劇の緊張と統一性を賭けて
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いる｡
Joan. No:itisquitediferent.Icannottellyou:youmustnottalkto
meaboutmyvoices.
Robert. Howdoyoumean?Voices?
Joan. Ihearvoicestellingmewhattodo.TheycomefromGod.
Robert. Theycomefromyourimagination.
(17)
Joan. Ofcourse.ThatishowthemessengersofGodcometous.
引用は,ジャンヌの 〈voice〉をめぐっての Robertとのや りとりであるが,この対話は劇
全体を通して,ジャンヌの condictの基本的パタ-ソを示している｡つまりジャンヌの戦
うべき相手は,ジャンヌが信仰の否定を余儀無くされるただ一回の例外を除いては,終始ジ
ャンヌの外に配置されているのであって,Robertが Charlesや Cauchonに代って も図
式は変わらない｡そしてこれがジャンヌに,Eliotの冥想的ベケットと著しい対照をなす,
単純で,活動的な性格を与えている｡
『寺院の殺人』においてほ,聖に対する俗の声をベケット自身の内部に置くこ とに よ り,
con丑ictを内化する,というパターンがとられている.これは,史実に忠実にジャンヌを描
くことを目的とした Shaw とは違って,｢死と殉教とを集中して｣措こうとした Eliotの
意図に添うものである｡そして自問自答を持続させるために,高慢とも見える性格の強さを
与えられたベケットは,四人の誘惑者達の声によって自己の内部を戦場としている｡カソタ
ベリーの女達のコーラスの必要性は,Eliotがギリシャ悲劇にヒントを得たにしても,やは
り作品そのもののうちに求められねばならないoコ-ラスは,ベケットが自分の外に現実味
のある antagonistを持たないという理由から,ベケットの言葉や,行動-の反応 を通 し
て,その意味を観客に伝え,観客をベケットの苦悩に参与させるという重要な役割を負って
いるo劇の終 り近く,コーラスは観客を次のようなところ-と導いてゆく.
WethankTheeforThymerciesofblood,forThyredemptionbyblood.
ForthebloodofThymartyrsandsaints
(18)
Shallenrichtheearth,shallcreatetheholy places.
これは,『聖女ジャンヌ』の最後に,ジャンヌによって観客に投げられた疑問形とは随分違
う｡Shaw が疑問形で終らせた聖者の意義を,Eliotは是認し,神にその存在を感謝してい
る｡一体我々はこれをどう考えたらいいのか｡この点について,ⅠⅤ章の終 りに引用した,殆
どその内容を同じくしている ｢聖者の到来を恐れる｣台詞が,『聖女ジャンヌ』では終幕近く
に,『寺院の殺人』では冒頭近くに置かれているのは大変興味深い｡『寺院の殺人』において,
Eliotは Shaw が立止った地点から歩みを始め,Shaw が予感していた問題を, 極めて意
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識的に深化しているように思われる｡
Shaw のように新しい主義に依るにせよ,Eliotのように伝統への回帰と秩序の復活を志
向するにせよ,いずれにしても,自分が現在足をすえている基盤の不安定さが原因となって
いることは否定すべくもない｡Shaw は,近代以前から不安な近代へと何かう入口に立って
時代の問題を予感しながら, く超人思想)に活路を求め,Eliotは近代の不安のまっただ中
で く聖者)に近代を超克する道を探ろうとしていたように思われる｡我々は一つの時代の接
点が『聖ジャンヌ』と『寺院の殺人』の二作品に象徴的な姿をとって現われていると言いうるの
ではないか｡
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